
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

笠置地域学校協働本部 家庭教育支援チーム 

 （呼称：ほっとサロン） 

 

②活動拠点 笠置町立笠置保育所   (笠置町役場・つむぎてらす) 

③活動範囲 笠置町内全域 

④組織体制 

 

   ７ 人 

コーディネーター １人、主任児委員 ２人、 臨床心理士 １人、 

保健師 １人、 保育所長 １人、 小学校教頭 １人 

 

⑤活動開始年度 平成２０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課笠置町分室 

（TEL） 0743-95-2726  （E-mail）rengou-syougai＠union.sourakutoubu.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（ＳＮＳの使用                         ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・ほっとサロンの開催 

 忙しい子育ての中、保護者がほっと一息つける時間を設けることを目的

にほっとサロンを実施している。月３回程度開催し、保護者同士の意見交



流の場やスタッフへの相談の場となっている。 

・家庭訪問活動 

 コーディネーターによる子育て相談と事業の啓発活動を行っている。 

・子育て講座 

 講師を招いて保護者向けの講演を年２回（小学校会場・保育所会場）開

催している。 

・広報紙の作成・配布 

 広報紙を毎月１回作成し、ほっとサロンの予定や様子を保育所・小学校

ににて対象の保護者に配布。（保育所に入所していない保護者には家庭

訪問やサロン参加時に配布） 

 

  【ほっとサロン開催(月３回程度)】   【ほっとサロン広報 毎月１回発行】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・少子高齢化が急速に進む自治体であり、子育て世代のつながりが希薄で

あったが、本事業を通して親同士の横のつながりが持てるようになった。 

・サロンや家庭訪問にて子育ての悩みを相談する場ができたため、親の不

安の解消となっている。 

・保育所で開催することで、保育所と対象の親子とのつながりができ、子ど

もが入所した後も適切なｻﾎﾟｰﾄがしやすい環境となっている。 

・地域の方が子育て支援に参加することで、地域を巻き込んで子育てしよう

という意識が広がっている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☑文部科学省補助事業 （事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


